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合併に向けたこれまでの取り組み

◆合併協議会の設置に関する議案

今回、釜石市議会には、「釜石市・大槌

町合併協議会規約」により法定の合併協

議会を設置することについて大槌町と協

議すること、並びに合併協議会に対し市

が負担する負担金（平成２０年度３９８万円）

の補正予算を提案しました。

葛８月１日 釜石市で住民意向調査票配布

・調査票回収期間 ８月１日～８月２９日

葛８月５日 大槌町で住民意向調査票配布

・調査票回収期間 ８月５日～８月２０日

葛９月８日 住民意向調査結果を公表（釜石市長・大槌町長・

釜石地方振興局長）

・住民意向調査の結果

質問：釜石市と大槌町の合併を進める必要があるか

葛１１月２８日 釜石市議会臨時会及び大槌町議会臨時会に合併協

議会の設置に関する議案を提案

・釜石市議会 可決、大槌町議会 否決

葛１０月２１日 「釜石市・大槌町合併協議会設立準備会」を設立

（釜石市・大槌町・釜石地方振興局・釜石市議会・大槌町議

会・釜石商工会議所・釜石市総合振興審議会・大槌商工会・

大槌町漁業協同組合の代表者等で組織）

【１１月２１日まで計４回開催】

◆合併協議会（法定協議会）とは

合併協議会は、関係法律に基づき、合

併市町村基本計画の作成や、合併の是非

を含めた合併に関する協議を行う場です。

法定の合併協議会は、関係する市町村

の全ての議会で設置が議決された場合か、

住民発議が行われ議会で否決されたとき、

住民投票によって設置賛成が過半数を占

めた場合に、設置されることになります。

大
槌
町
と
の
合
併
に
つ
い
て

～
合
併
協
議
会
の
設
置
に
は
至
ら
ず
～

釜
石
市
、
大
槌
町
及
び
釜
石
地
方
振
興
局
で
は
、
三
者

に
よ
る
合
意
に
基
づ
き
、
合
併
協
議
会
の
設
置
に
向
け
た

基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、「
釜
石
市
・
大

槌
町
合
併
協
議
会
設
立
準
備
会
」
を

月

日
に
設
立
し
、

１０

２１

月

日
ま
で
の
計
４
回
に
わ
た
り
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

１１

２１
こ
の
準
備
会
で
は
、
合
併
協
議
に
向
け
た
基
本
方
針
や

調
整
方
針
、
合
併
協
定
項
目
の
基
本
的
事
項
な
ど
の
考
え

方
を
調
整
・
整
理
し
、「
合
併
協
議
の
基
本
的
な
考
え
方
」

（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
法
定
の
合
併
協
議
会
の
場
で
具
体
的
な
協

議
を
行
う
た
め
、

月

日
に
合
併
協
議
会
の
設
置
に
関

１１

２８

す
る
議
案
を
両
市
町
の
議
会
（
臨
時
会
）
に
提
案
し
た
と

こ
ろ
、
釜
石
市
議
会
で
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
槌
町

議
会
で
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
合
併
協
議
会
の
設
置
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
合
併
に
関
す
る
経
過
や
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

４回にわたって開催された「釜石市・大槌町
合併協議会設立準備会」

釜石市６９.９％、大槌町４２.４％ある・どちらかといえばある
釜石市１７.０％、大槌町３５.０％ない・どちらかといえばない

問
い
合
わ
せ
…
市
総
務
企
画
部

地
域
連
携
担
当（
内
線
１
１
７
）

葛４月２５日「釜石・大槌地域広域行財政等調査研究会」を設置

（釜石市・大槌町・釜石地方振興局の担当部課長等で組織）

【１１月２０日まで計１３回開催】

葛７月４日「釜石・大槌地域広域行財政等調査研究会」の報告

書を公表（釜石市長・大槌町長・釜石地方振興局長）

葛７月７日～８月８日 住民説明会（市政懇談会）開催

【釜石市：７カ所、大槌町：１２カ所】
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繋
合
併
協
議
に
向
け
た
基
本
方
針

釜
石
市
、
大
槌
町
の
行
財
政
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
の
急

激
な
減
少
や
財
政
の
悪
化
な
ど
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
が
、
地
方
分
権
が
進
展

す
る
中
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
適
切
に
応

え
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
・
安
定
的

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た

め
に
は
、
行
財
政
基
盤
を
早
期
に
確
立

し
、
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
社
会
経
済
情
勢
が
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
す
る
中
で
、
住
民
が
、
安
心
し

て
、
希
望
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

地
域
の
力
を
結
集
し
て
、
変
化
に
的
確

に
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

幸
い
に
も
、
こ
の
地
域
は
、
住
民
の
日

常
生
活
や
経
済
活
動
に
お
い
て
、
行
政

の
区
域
を
越
え
た
一
体
的
な
生
活
圏
を

形
成
し
て
お
り
、
沿
岸
部
と
内
陸
部
と

の
高
速
交
通
網
の
結
節
点
と
し
て
の
優

位
性
や
整
備
が
進
む
港
湾
や
道
路
等
の

社
会
基
盤
を
活
用
し
て
、
三
陸
沿
岸
の

中
心
都
市
と
し
て
の
拠
点
性
を
創
出
し

て
い
く
な
ど
、
釜
石
・
大
槌
地
域
の
魅

力
を
県
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
た

め
の
環
境
は
十
分
整
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
釜
石
・
大
槌
地
域
が

持
つ
、
優
れ
た
歴
史
や
文
化
、
三
陸
沿
岸

の
素
晴
ら
し
い
自
然
な
ど
こ
の
地
域
の

あ
ら
ゆ
る
資
源
を
活
用
し
、
も
の
づ
く

り
や
水
産
業
な
ど
産
業
振
興
や
観
光
・

交
流
の
拡
大
、
ま
た
、
地
域
住
民
の
安

心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
確
保
に
向
け
て
、

と
も
に
手
を
取
り
合
い
、
住
民
の
満
足

度
の
高
い
持
続
可
能
な
地
域
を
創
造
し

て
い
く
た
め
、
合
併
協
議
を
進
め
て
い

く
。

罫
合
併
協
議
に
向
け
た
調
整
方
針

陰
住
民
福
祉
向
上
の
原
則

隠
地
域
特
性
に
配
慮
し
た
均
衡
あ
る
発

展
の
原
則

韻
一
体
性
確
保
の
原
則

吋
負
担
公
平
の
原
則

右
健
全
な
行
財
政
運
営
の
原
則

宇
行
財
政
改
革
推
進
の
原
則

茎
合
併
協
定
項
目
の
基
本
的
事
項

暫
合
併
の
方
式

新
設
（
対
等
）
合
併
と
す
べ
き
。

暫
合
併
の
期
日

平
成

年
３
月
末
を
目
標
に
取
り
組

２２

む
べ
き
。

暫
新
市
の
名
称
と
事
務
所
の
位
置

今
後
さ
ら
に
議
論
が
必
要
。

荊
個
別
課
題

酸
医
療
（
準
備
会
と
、
県
立
病
院
・
医
師

会
・
保
健
所
の
関
係
者
と
の
懇
談
結
果

の
概
要
）

産
合
併
後
も
、
二
つ
の
県
立
病
院
を
核

と
し
た
現
在
の
医
療
体
制
の
枠
組
み
を

維
持
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

産
地
域
医
療
の
課
題
で
あ
る
、
医
師
不

足
に
対
す
る
取
り
組
み
の
強
化
に
加
え
、

関
係
団
体
と
住
民
の
相
互
協
力
が
必
要

で
あ
る
。

産
将
来
の
地
域
医
療
の
充
実
を
図
る
た

め
に
は
、
合
併
に
よ
り
一
つ
の
市
と
し

て
人
口
が
増
加
し
一
体
化
が
図
ら
れ
る

こ
と
は
、
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。

酸
水
産

釜
石
市
に
お
け
る
懇
談
結
果
（
市
と
、

市
内
漁
業
協
同
組
合
・
水
産
加
工
業
協

同
組
合
・
魚
市
場
買
受
人
組
合
の
関
係

者
と
の
懇
談
結
果
の
概
要
）

煙
水
産
業
の
振
興
は
、
共
通
の
重
要
課

題
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
形
成
さ
れ
て
き

た
各
港
の
機
能
分
担
を
基
本
に
、
さ
ら

な
る
整
備
充
実
を
図
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

煙
水
産
業
の
望
ま
し
い
あ
り
方
に
つ
い

て
、
合
併
協
議
会
で
協
議
し
、
具
体
化
が

可
能
な
も
の
は
、
新
市
基
本
計
画
の
中

で
順
次
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

大
槌
町
に
お
け
る
懇
談
結
果
（
町
漁
業

協
同
組
合
か
ら
町
長
あ
て
に
提
出
さ
れ

た
要
望
書
の
概
要
）

煙
合
併
に
よ
っ
て
三
陸
沿
岸
の
拠
点
性

や
両
市
町
の
均
衡
あ
る
発
展
を
考
え
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
徴

を
生
か
し
た
機
能
分
担
を
図
る
べ
き
で

あ
る
。

煙
合
併
に
よ
っ
て
魚
市
場
が
大
槌
町
に

設
置
さ
れ
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
合
併

に
強
く
反
対
す
る
。

第
４
回
釜
石
市
・
大
槌
町
合
併
協
議
会
設
立
準
備
会
（

月

日
開
催
）
で
取
り
ま
と
め
た

１１

２１

「
合
併
協
議
の
基
本
的
な
考
え
方
」
に
つ
い
て
【
抜
粋
】

大
槌
町
と
の
合
併
に
つ
い
て

釜
石
市
長

野
田

武
則

大
槌
町
と
の
合
併
に
関
し
、
合
併
協
議
会
を
設
置
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
関
連
議
案
を

月

日
に
市
議
会
臨
時
会
に

１１

２８

提
案
し
、
大
槌
町
に
お
い
て
も
、
町
議
会
臨
時
会
に
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
市
議
会
に
お
い
て
は
多
く
の
議
員
の
皆
さ

ま
の
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

が
、
町
議
会
に
お
い
て
は
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
合
併
協
議
会
の
設
置
に
は
至
ら
ず
、

合
併
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
次
の
段
階
へ
と
進
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
誠
に
残
念
で
あ
り
ま
す
。

合
併
協
議
会
の
場
に
進
み
、
新
し
い
市
の
姿
を
具
体
的
に

協
議
し
、
地
域
の
将
来
像
を
描
き
、
そ
れ
を
市
民
・
町
民
の

皆
さ
ま
に
お
示
し
し
て
、
判
断
を
い
た
だ
く
こ
と
が
、
望
ま

し
い
あ
り
方
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
合
併
協
議
の
推
進
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
、

関
係
の
皆
さ
ま
に
対
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
の
皆
さ
ま
、
並
び
に
、
住

民
意
向
調
査
に
お
い
て
、
合
併
推
進
に
ご
理
解
を
い
た
だ
い

た
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

合
併
新
法（
※
）の
期
限
で
あ
る
平
成

年
３
月
ま
で
、
許

２２

さ
れ
る
時
間
は
そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の

合
併
協
議
の
経
過
を
振
り
返
り
検
証
す
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
、
合
併
協
議
の
推
進
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
今
後
と
も
、
大
槌
町
と
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
連
携

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律




